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パ ネル

（

ARC

「

宗
教
と

自
然

保
護
の

関
連

性
」）

と

の

連
携
に

よ

っ

て

継
続

さ

れ

て

い

る
。

　

多
様
な

宗
教
伝
統
が

共
存
し

て

い

る

イ

ン

ド
で

多
く
の

宗
教
的
価
値
観

の

中
か

ら

自
然
保
護
に

最
も

有
用
な
も
の

を

探
し

出
す
こ

と

は
、

自
然
世

界
を

保
全
し、

あ
る

い

は

回

復
し

よ
う
と

す
る

人
々

に

と

っ

て

ひ

と
つ

の

挑

戦
な
の

で

あ
ろ

う
。

輪
廻
と

環
境

　
　
　
　

イ
ン

ド

仏
教
の

自
然
観
再
考

−渡

辺

章

悟

　

イ
ン

ド

仏
教
の

自
然

観
は

、

業
の

理

論
に

も

と

つ

い

た

輪
廻

説
と、

生

き

と

し
生
け
る

も
の

の

共
通
の

働
き
で

あ
る

共
業
が

環
境
世
界
を

創
造
す

る

と

説
く
点
に

大
き
な

特
色
が

あ
る

。

そ

れ
は

人

間
を

食
め
た

生

命
や

環

境
世
界
を
一

体
と

し

て

捉
え、

関
係
性
を
起

点
に

各

自
の

役
割
を

考
察
す

る
。

本
発
表
は
そ
の

自
然

観
を

、

三

つ

の

世

間
説
・

業
説
・

生
命
観
を

踏

ま
え

、

生
命
環

境
論
の

可
能
性
を

考
え
て

行
く

。

　

伝
統
的
な

仏
教
の

世
界
観
は

三

界、

三

世

間
と
言
っ

た
三

層
構
造
に

よ

っ

て

理

解
さ

れ
て

い

る
。

　

A
　
三

界
日

三

界
と

は

 
欲
界
（
吋
鋤

日
蝉−

夐
91
け

口
）

・

 
色
界
（
螽
麗−

§
理
ε

・

 
無
色
界

（

鋤

aO
揖・
鼻
騨
巳

の

三

つ

の

総
称

で

あ

り、

そ

れ

ぞ

れ、

 
欲
望
に

と

ら
わ

れ

た

境
域、

 
欲
望
は

超
越
し
て

い

る

が、

物
質
的
条
件
に

と

ら

わ
れ

た

境
域

、

 
欲
望
も

物
質
的
条

件
も

超
越
し、

精
神
的
条
件
の

み

が
あ

る
境

域
を

区
分
し

、

〈

生
き

と

し

生
け
る

も
の

は

こ

れ

ら
三

つ

の

境
域
を

輪
廻
す
る
V

と

考
え
て
い

る、

　

B
　
北
伝
の

三

世
間
“

三

世
間
は

北
伝
と
南
伝
の

別
が

あ
る

。

北
伝
の

三

世
間
は

「

五

衆
（
蘊）

世

間
・

衆
生
世

間
・

国
土
世
間
」

の

三

種
に

分

類
さ

れ
る

（
『

大
智
度
論
』

大
正

く
O
鬥

卜。

伊

鰹
軌

臼
山
）

。

衆
生

世
間
の

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト

原
語
は
「

生
き

も
の

の

世
界
」

（
芻
暮
く
山・
δ
犀

帥）

で

あ

り、

器

世

間
の

サ

ン

ス

ク

リ
ッ

ト

原
語

∂
ず

且

き
巴
o
貯

巴

は、

文

字

通
り

〈

容
器
と

し

て

の

世
界
〉

の

意
で

あ
る

。

　

C
　
南
伝
の

三

世
間
…

パ

ー
リ
仏
教
で

も
表
現
は
少
し

異
な

る

が、

上

記
の

三

世
間
と

同
様
の

三

区
分
が
『

清
浄
道
論
』

（

≦
ω

ロ

瓮
三
日

轟
αq
国）
、

『

世

間
灯

明
精
要
』

（
目
o
犀

書
9
島

冨
冨
路
蠢
）

な

ど

の

世
界
の

構
造
を

述
べ

た

記
述
に

見
ら

れ

る
。

こ

れ
ら

は

以
下
の

よ

う
に

北
伝
の

三

世
間
に

対
応
し

て

い

る
。

　
（
1）
現

象
世

間
（
ω

鶚
写
胃
曽−
Ho

冨
行
世
聞）

↓
智

度
論
の

「

五

蘊
世

　
　
　

聞
」

　
（
2）
有
情
の

世

界
（

餡
肆

巴
。

臣
有
情
世
間
）

11
五

趣
の

世
界

↓
智
度

　
　
　

論
の

「

衆
生

世
間
」

　
（
3）
空
間
の

世

界
〔
o

冨
ω

四−
一

〇

冨
器
世
間
）

↓
智
度
論
の

「

国
土

世
間
」

　
た

だ
し、

北
伝

仏
教
で

は

「

容
器
と

し
て

の

世
界
」

（
ω

写
σ

冨
冨
昌

 

一
〇

訂
）

と

い

う

が、

南
伝
仏
教
で

は

「

空

間
と

し

て

の

世
界
」

（
勹

巴
け

o
犀

射
甲

δ
評
p）

と
い

う
（

ピ
O
ρ

＜
置

O°
NO

ド

U
＞

＜
o
ド

H℃
O

」
認
）

。

　
周
知
の

よ

う
に

仏
教
で

は

業
説
に

よ

っ

て

人
間
の

境
遇
や
世
界
を
規
定

し
て

い

る
。

有
情
の

業
に

は

身
口

意
の

三

つ

の

働
き

が
あ
り、

そ
の

行
為

の

結
果
に

よ

っ

て

各
自
の

生
き

方
が

決
ま
る

。

こ

れ

を

『

大
毘
婆
沙
論
』

（
20

」

鰹
9
＜
o一゚
卜⊃

8

罐
簿
一

゜。

き

で

は

「

契
経
に

説
く
が

ご

と

し
、

“

仏
は

摩
納
婆
に

告
ぐ

。

世
間
の

有
情
は

皆
自
業
に

由
る

。

皆
是
れ
業
の
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分
な

り
。

皆
業
よ
り
生
じ

、

業
を

所
依
と

為
す

。

業
は

能
く
諸
の

有
情
類

の

彼
々

の

処

所
・

高
下
・

勝
劣
を

分
判
す
”

」

と

説
く

。

し
か

し
、

器
と

し
て

の

世
界
は
そ

う
で

は

な
い
。

す
な

わ
ち

、

「

有
情
の

類、

此
の

処
所

に

於
い

て

共

業
増
長
す
れ

ば
、

世
界
便
ち

成
じ
、

共

業
若
し

尽
き
れ
ば

世

界

便
ち

壊
す

。

」

（
『

大
毘
婆
沙

論
』

＄
b 。

9
°。

）

　

有
情
は
自
ら

所
作
し

た

業
（
不

共
業
）

の

別
に

よ
っ

て
、

そ

れ
ぞ
れ

が

種
々

の

異
熟
の

果
報
を

受
け
る

が
、

世
間
は

自
ら

業
を

為
す
こ

と

が
な
い

の

で

異
熟
果
を

受
け
る

こ

と

も
な
い

。

一

方
、

世
間
は

有
情
の

共

通
の

業

に

よ
っ

て

生

滅
す

る。

こ

の

世
界
の

生

滅
に

か

か

わ
る

の

を
〈

共
業
〉

（
ω

凹

軌
げ
蘭
「

薗

コ
曽−
犀
帥

吋

ヨ
四
郎）

と

い

う
。

こ

れ

は

他
人
と

共

有
し

う
る

結
果

を

も
た
ら
す

行
為
の

力
で

あ
り、

世
界
を

現

象
す
る

原
因
で

あ
る

。

山
河

大
地
な
ど
の

環
境
世
界
は

、

多
く
の

人
々

が

共
通
に

享
受
で

き

る
も
の

で

あ
り、

〈

共

業
〉

の

結
果
で

あ
る

。

こ

の

業
の

理

論
が

輪
廻
と

環
境
と

い

う
世
界
創
造
の

仕
組
み

を
解
説
す
る

ポ
イ

ン

ト

と
な
る

。

そ

し

て
、

イ
ン

ド

仏
教
の

自
然

観
も
こ

の
一

連
の

考

察
の

中
で
、

捉
え
る
こ

と

が
で

き

る
。

日

本
仏
教
と
エ

コ

・

フ

ィ

ロ

ソ

フ

ィ
竹

村

牧

男

　
仏
教
で

は
、

一

個
の

衆
生
の

身
・

心
は
、

器
世
間
に

置
か

れ

て、

生
き

て

い

る

と

認
識
し
て

お

り、

器
世
間
の

問
題
を
け
っ

し

て

無
視
し
て

は
い

な

い
。

仏
教
で

は、

身
・

心
と

器

世
間、

正

報
と

依
報

、

衆
生
と

国
土
と

を
、

常
に

セ

ッ

ト

と

し

て

捉
え
て

い

る

の

で

あ
る

。

　
我
々

は
過
去

世
の

業
果
と

し

て、

人

間
界
に

生
ま

れ
て

お

り
、

人
間
の

身

体
を

有
し
て

い

る
。

こ

の

人

聞
の

環
境
世
界
は

、

娑
婆
と

も

言
わ

れ、

穢
土
と

も
言
わ

れ
て

い

る
。

そ

の

環

境
と

我
々

の

個
体
は、

決
し
て

切
り

離
せ

な
い

の

で

あ
る

。

し
か

し

心
を
浄
化
す
る

こ

と
に

よ
っ

て、

よ
り
よ

い

環
境
に

生
ま
れ

得
る

と

い

う。

　
一

方
で、

こ

の

世
界
は

本
来

、

浄
土
で

あ
る

と

の

見
方
も

あ
る

。

『

法

華
経
』

「

如
来
寿
量

品
」

に、

こ

の

娑
婆
世

界
は

、

実
は

久
遠

実
成
の

仏

の

い

ま

す
浄
土
で

あ
る

と

主
張
さ

れ
て

い

る
。

ち
な
み

に
、

『

法

華
経
』

に

基
づ

く
天
台
宗
の
、

一

念
三

千
の

思
想
は、

こ

の

こ

と
を
理
論
化
し

よ

う
と

し
た

も
の

と

見
る

こ

と

が
で

き

る

で

あ
ろ
う

。

　
ま

た
、

こ

の

こ

と

の

表

現
の
一

つ

を
、

天
台
宗
に

お

け
る

「

草
木
国
土

悉

皆
成
仏
」

の

議

論
の

中
に

見
る

こ

と

が

で

き
る

。

こ

の

句
は

日
本
の

天

台

宗
の

教
学
研
究
の

営
み

の

中
で

作
ら
れ
た
と

考
え
ら

れ
、

こ

の

思
想
の

背

景
に

あ
る
哲
学
。

論
理
に

つ

い

て
、

た
と

え
ば

天
台
宗
の

忠
尋
（

一

Q

六
五

1
｝

＝
二

八）

作
と

伝
え
る

『

漢
光
類
聚
』

（
実
際
に

は
、

一

二

五

〇

年
こ

ろ

の

作
ら

し

い
）

に

は、

ま

と

ま

っ

た

形
で

示
さ

れ

て

い

る
。

こ

れ
に

よ
れ

ば
、

「

草
木
国
土
悉
皆
成

仏
」

の

句
は、

「

草
木
国
土
も

成
仏
で

き
る
」

と

い

う
意
味
よ

り
も、

「

草
木
国
土

は

悉

皆、

成
仏
し

て

い

る
」

と
い

う

意
味
に

と

る
べ

き
も
の

で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
に
、

人
間
世
界
の

環
境
世
界
も

仏
を

本
体
と

し
て

い

る

と

の

思

想
は

、

空
海
の

密
教
に

も
示
さ

れ
て

い

る
。

一

例
に
、

『

吽

字
義』

に

は、

「

常
遍
の

本
仏
は

、

損
せ

ず

虧
せ

ず
。

汗
字
の

実
義
は

、

汝
等
応
に

知
る

べ

し
。

水

外
に

波
無
し、

心

内
即
ち

境
な

り
。

草
木
に

仏
無

く
ん

ば、

波
に

則
ち

湿
な

け
ん

。

彼
れ
に

有
っ

て

此
れ

に

無
く
ん

ぱ
、

権
に

非
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